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ご
意
見
・
ご
要
望
を

　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

～
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
が
予
算
組
み
替
え
の
提
案
～

　

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
は

不
要
不
急
な
事
業
を
見
直
し
、

区
民
の
く
ら
し
や
営
業
を
守
り
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
含
め
区
民
が
直

面
し
て
い
る
課
題
に
応
え
る
た

め
に
予
算
組
み
替
え
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
編
成
替
え
を
求
め
る

内
容
の
説
明
で
す
。

　

第
１
に
、
不
要
不
急
な
事
業

の
見
直
し
で
す
。
区
議
会
議
員

の
海
外
親
善
訪
問
調
査
や
同
和

事
業
、
そ
し
て
新
空
港
線
に
か

か
る
事
業
費
の
削
減
で
す
。

　

第
２
に
、
区
民
の
く
ら
し
を

応
援
す
る
た
め
に
認
可
保
育

園
・
小
規
模
・
事
業
内
保
育
所

の
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育

料
を
無
料
に
し
ま
す
。
区
立
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
・

精
神
障
害
者
２
級
手
当
の
創
設

お
よ
び
１
級
手
当
の
増
額
、
特

養
ホ
ー
ム
の
増
設
、
公
園
ト
イ

レ
の
洋
式
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

第
３
に
、
区
内
中
小
企
業
の

支
援
を
す
る
た
め
工
場
家
賃
支

援
、
後
継
者
支
援
な
ど
を
盛
り

込
み
ま
し
た

　

第
４
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
の
対
策

で
、
今
後
の
不
測
事
態
に
備
え

る
た
め
に
予
備
費
を
増
額
し
ま

し
た
。

　

歳
入
で
は
今
回
の
編
成
替
え

を
行
う
歳
出
項
目
の
財
源
と
す

る
た
め
に
、
財
政
基
金
繰
入
金

を
６５
億
２
５
４
０
万
３
０
０
０

円
を
増
額
し
、
修
正
増
額
４５
億

７
１
３
５
万
９
０
０
０
円
で
修

正
後
予
算
額
２
９
１
９
億
５
８

８
２
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

党
区
議
団
が
３
つ
の
条
例
提
案

日
額
旅
費
を
実
費
に

　

議
員
が
議
会
や
委
員
会
に
出

席
し
た
際
に
支
払
わ
れ
る
日
額

旅
費
を
、
１
回
３
０
０
０
円
か

ら
実
費
支
給
に
改
正
で
す
。

　

２３
区
内
で
も
無
支
給
が
６
区

で
、
実
費
支
給
は
３
区
と
な
っ

て
お
り
、
廃
止
や
実
費
支
給
が

大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
手
当
の
拡
充

　

精
神
障
害
者
の
方
が
た
へ
、

身
体
、
知
的
、
脳
性
麻
痺
の
方

が
た
の
例
に
従
い
、
１
級
及
び

２
級
の
２０
歳
以
上
の
人
に
１
万

７
５
０
０
円
、
２０
歳
未
満
の
人

に
４
５
０
０
円
を
支
給
す
る
改

正
で
す
。

　

こ
の
金
額
を
も
っ
て
十
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
他

の
障
害
と
同
等
に
し
て
、
社
会

参
加
を
助
長
す
る
た
め
に
提
案

し
ま
し
た
。

就
学
援
助
金
の
拡
充

　

現
在
の
就
学
援
助
の
保
護
基

準
は
生
活
保
護
世
帯
の
１
・
２

倍
を
１
・
３
倍
に
拡
充
す
る
提

案
で
す
。
世
田
谷
区
で
は
昨
年

就
学
援
助
の
対
象
を
１
・
２４
倍

か
ら
１
・
４
倍
に
拡
充
し
ま
し

た
。

　

消
費
税
１０
％
増
税
が
家
計
を

さ
ら
に
圧
迫
し
、
１０
月
～
１２
月

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
速

報
値
が
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス

６
・
３
％
と
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
大

田
区
が
区
民
の
、
特
に
子
ど
も

た
ち
を
守
り
支
え
る
こ
と
は
何

よ
り
も
重
要
で
す
。

　

３
つ
の
条
例
は
自
・
公
等
が

反
対
し
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

事　　業　　名 修正増額 修正減額

セーラム市親善訪問の中止 ▲ 5,335

大連市親善訪問の中止 ▲ 2,131

区政施策調査（海外）の中止 ▲ 11,999

人権推進事業の同和生活相談の委託経費等の減額 ▲ 12,881

精神障害者２級手当新設と拡充 509,202

特別養護老人ホーム建設費整備助成（３か所増） 1,122,000

認可保育園０～２歳児の保育料無償化 110,000

仕事確保職員（10名） 70,000

工場家賃支援（５万円×500社） 300,000

ものづくり経営革新緊急助成（550万円×500社） 275,000

中小事業者の後継者支援（200万円×200人） 400,000

公園トイレの洋式化（300カ所） 135,000

新空港線整備資金積立基金積立金の廃止 ▲ 2,540

新空港線の整備主体の設立廃止 ▲ 180,000

新空港線の整備促進事業の廃止 ▲ 18,319

小学校学校給食費無償化 1,199,203

中学校学校給食費無償化 484,159

予備費（コロナウイルス対策） 200,000

合　　　計 4,804,564 ▲ 233,205

修正増減額 4,571,359

日本共産党提案の予算組み替え案 （単位：千円）

く
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
区
政
へ

法 律 相 談
顧問弁護士による法律相談です。
お気軽にご利用ください（毎月第2水曜日）

４月８日・５月1３日（水）
午後1時〜3時

場所　大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）
事前にお電話ください　☎ 3735−2611
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１．介護予防・生活支援サービス事業費 2016 年 2017 年 2018 年
　通所型サービス（専門職） 11,330 34,895 31,472
　訪問型サービス（専門職） 15,156 23,554 16,651
　大田区絆サービス（ボランティアによる生活支援） 148 649 1,460
　元気アップリハ（訪問型短期機能訓練） 356 431
小計（訪問サービス＋絆サービス＋元気アップリハ） 15,304 24,559 18,542

専門職の割合 99.0 95.9 89.8
合　　計 26,634 59,454 50,014

表１　実績報告 （単位：件）

介
護
保
険
事
業
の
総
合
事
業
の
期
間
を
決
め
て
の
削
減
は

や
め
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
へ
・
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

減
り
続
け
る
予
算

　

大
竹
区
議
は
、
予
算
特
別

委
員
会
で
介
護
保
険
特
別
会

計
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

以
下
が
質
問
の
内
容
で
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

地
域
支
援
事
業
費
（
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
一
般
介
護
予
防
事
業
と

包
括
的
支
援
事
業
）
が
、
２

０
１
８
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ

た
第
７
期
事
業
計
画
で
は
、

を
指
摘
し
ま
し
た
。

（
図
１
参
照
）

第
７
期
事
業
で
減

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

の
２
０
１
７
年
度
ま
で
の
第
６

期
事
業
と
の
比
較
で
も
、
２
０

１
８
年
か
ら
大
幅
に
減
っ
て
い

か
ら
も
「
継
続
を
求
め
た
が
包

括
に
必
要
な
い
と
言
わ
れ
た
」、

「
継
続
と
終
了
の
基
準
が
分
か

ら
な
い
」
と
の
声
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
期

間
を
決
め
ず
拡
充
を
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
専
門
職

か
ら
地
域
で
支
え
る
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
絆
サ
ー
ビ
ス
等
受
け

皿
づ
く
り
が
不
十
分
で
す
。

　

さ
ら
に
、
専
門
職
に
比
べ
て
、

絆
サ
ー
ビ
ス
、
元
気
ア
ッ
プ
リ

ハ
の
利
用
料
は
１
時
間
１
０
０

０
円
に
な
り
高
く
な
り
ま
す
か

ら
、
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で

き
な
い
人
が
増
え
ま
す
。

（
表
１
参
照
）

保
険
料
引
き
下
げ
を

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
１

０
０
０
人
以
上
の
待
機
者
が
い

ま
す
し
、
保
険
料
も
３
年
ご
と

に
上
が
り
、
保
険
料
基
準
額
で

は
２
０
０
０
年
度
月
３
０
７
０

円
が
第
７
期
事
業
で
は
６
０
０

０
円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
が
介
護
第
７
期
事
業

は
最
終
年
度
で
す
。
第
７
期
事

業
で
は
２
年
間
だ
け
で
も
、
す

で
に
４５
億
円
の
給
付
費
準
備
基

金
が
積
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
剰
余
金
を
使
っ

て
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま
る

第
８
期
を
介
護
保
険
料
引
き
下

げ
に
使
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

対
策
で
再
度
の
緊
急
要
望
を
提
出

　

党
区
議
団
は
、
３
月
３１
日
松

原
区
長
に
以
下
の
再
度
の
緊
急

要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
２５
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
大
し

て
い
る
の
を
受
け
て
「
感
染
爆

発
の
重
大
局
面
」
と
し
て
、
週

末
外
出
自
粛
な
ど
を
要
請
し
ま

し
た
。
外
務
省
は
世
界
全
体
を

対
象
に
「
危
険
情
報
」
を
レ
ベ

ル
２
に
引
き
上
げ
渡
航
の
自
粛

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
に
よ
る
全
国
一
律
休
校
、

イ
ベ
ン
ト
自
粛
要
請
等
に
よ
り
、

中
小
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

等
事
業
継
続
の
展
望
が
持
て
ず
、

深
刻
な
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
児
童
生
徒
は
傷
つ
き

学
習
の
遅
れ
等
の
不
安
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
、
消
費
税
増
税
が

国
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
た
中

こ
そ
、自
粛
だ
け
を
要
請
し「
後

は
自
己
責
任
」
と
い
う
の
で
は

な
く
、「
感
染
防
止
対
策
」
と

し
て
思
い
切
っ
た
予
算
を
立
て
、

国
民
の
く
ら
し
や
事
業
を
支
え

る
即
効
性
の
あ
る
対
策
を
急
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
世
界
的
な
感
染
拡

大
に
伴
い
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
前
例
の
な
い

１
年
程
度
の
延
期
を
承
認
し
た

こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
さ
ら
に

様
々
な
分
野
で
の
影
響
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
今
す
ぐ
に
で

も
踏
み
込
ん
だ
積
極
的
な
対
応

が
必
要
で
す
。

　

区
も
努
力
を
か
さ
ね
て
い
ま

す
が
、
国
・
都
の
動
向
を
待
つ

の
だ
け
で
な
く
、
大
田
区
独
自

の
対
策
が
必
要
で
す
。
財
政
措

置
を
急
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
以
下
の
再
度
の
緊
急
要
望

を
行
い
ま
す
。

　

要
望
項
目
は
、
応
急
小
口
資

金
貸
付
緩
和
・
手
続
き
の
簡
素

化
等
１４
項
目
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
以
上
の
対
策
で
区
民

の
生
活
と
命
を
守
る
た
め
に
、

早
期
に
臨
時
会
を
招
集
し
大
型

の
第
１
次
補
正
予
算
を
す
み
や

か
に
編
成
す
る
こ
と
。
必
要
に

応
じ
て
予
備
費
の
活
用
も
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

る
こ
と
も
指
摘
し
ま

し
た
。（
図
２
参
照
）

　

そ
れ
は
２
０
１
８

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

総
合
事
業
が
、
要
支

援
１
、
２
の
方
が
介

護
保
険
か
ら
外
さ
れ
、

自
治
体
の
裁
量
で
行

わ
れ
て
お
り
、
期
間

を
１
年
間
と
し
て
決

め
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん

図１　地域支援事業費見込み額と予算

図２　地域支援事業費決算比較

計
画
し
た
見
込
み
額
は
伸
び
て

い
る
の
に
、
予
算
で
は
前
年
度

か
ら
減
る
状
況
が
３
年
間
続
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
が
介
護
予
防
・
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
総
合
事

業
）
以
外
は
計
画
通
り
伸
び
て

い
る
の
に
、
減
っ
て
い
る
こ
と

で
実
体
経

済
を
直
撃

し
、
経
済

全
体
が
深

刻
な
不
況

に
陥
っ
て

い
る
こ
と

が
大
き
な

特
徴
で
す
。

こ
う
し
た

時
だ
か
ら


